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条

例

東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
一
号

東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
組
織
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
生
活
文
化
局
」
を
「
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
」
に
改
め
、
同
表
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
の
項
を
削
る
。

第
二
条
の
表
政
策
企
画
局
の
項
第
三
号
中
「
報
道
及
び
青
少
年
」
を
「
広
報
及
び
広
聴
並
び
に
報

道
」
に
改
め
、
同
表
生
活
文
化
局
の
項
中
「
生
活
文
化
局
」
を
「
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
男
女
平
等
参
画
」
の
下
に
「
、
青
少
年
」
を
加
え
、
同
号
を

同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
条
の
表
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
の
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

２

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
（
平
成
十
年
東
京
都
条
例
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
東
京
都
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
号
）

一

戦
略
的
に
政
策
を
展
開
す
る
新
た
な
執
行
体
制
の
構
築
に
向
け
、
都
民
文
化
、
都
民
生
活
、

青
少
年
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
広
報
及
び
広
聴
に
関
す
る
事
務
を
生
活
文
化
局
の
分
掌
事
務
か
ら
政

策
企
画
局
の
分
掌
事
務
に
変
更
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
令
和
三
年
度
分
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
の
特
例
に
関
す
る
条
例

（
条
例
第
二
号
）

一

令
和
三
年
度
分
の
特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
の
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
つ
い
て
特
例
を

設
け
、
基
準
財
政
需
要
額
を
再
算
定
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
の
六
第
一
項
中
「
東
京
都
生
活
文
化
局
内
」
を
「
東
京
都
生
活
文
化

ス
ポ
ー
ツ
局
内
」
に
改
め
る
。

令
和
三
年
度
分
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
公

布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
二
号

令
和
三
年
度
分
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
の
特
例
に
関
す

る
条
例

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例

第
十
五
号
）
別
表
に
定
め
る
単
位
費
用
は
、
令
和
三
年
度
分
に
限
り
、
同
表
一
の
部
二
の
款
１
の
項
中

「
一
四
、
六
九
七
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
四
、
八
三
六
円
」
と
、
同
部
五
の
款
２
の
項
中
「
一
八
九
、

八
六
四
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
六
三
、
六
〇
九
円
」
と
、
同
部
六
の
款
１
の
項
中
「
二
、
三
八
四
円
」

と
あ
る
の
は
「
四
、
〇
三
二
円
」
と
、
同
表
二
の
部
一
の
款
１
の
項
中
「
一
、
〇
七
二
円
」
と
あ
る
の

は
「
三
、
六
八
五
円
」
と
、
同
部
二
の
款
１
の
項
中
「
四
三
八
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
二
九
二
円
」

と
、
同
款
２
の
項
中
「
三
、
八
五
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
二
、
三
八
四
円
」
と
、
同
款
３
の
項
中

「
一
二
、
九
一
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
二
、
九
一
九
円
」
と
、
同
部
三
の
款
１
の
項
中
「
二
九
三

円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
〇
〇
六
円
」
と
、
同
部
四
の
款
１
の
項
中
「
一
七
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
五

七
二
円
」
と
、
同
部
五
の
款
１
の
項
中
「
一
三
二
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
五
四
円
」
と
、
同
部
六
の
款

１
の
項
中
「
七
六
八
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
六
二
一
円
」
と
、
同
款
３
の
項
中
「
一
四
四
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
五
三
円
」
と
、
同
款
４
の
項
中
「
一
、
四
九
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
九
七
四
円
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

令
和
三
年
度
分
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
十
四
号

令
和
三
年
度
分
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
お
け
る
基
準

財
政
需
要
額
の
算
定
の
特
例
に
関
す
る
規
則

令
和
三
年
度
分
の
基
準
財
政
需
要
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相

互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
二
号
）
別
表
第
一

か
ら
別
表
第
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
経
常
的
経
費
の
部
経
済
労
働
費
の
項
中

「０.９３６

」
と
あ
る
の
は
「０.９５４

」
と
、
「０.０６４

」
と
あ
る
の
は
「０.０４６

」
と
し
、
同
部
土
木
費
の
項

中
「０.６１５

」
と
あ
る
の
は
「０.７７１

」
と
、
「０.３８５

」
と
あ
る
の
は
「０.２２９

」
と
し
、
同
表
投
資
的
経

費
の
部
清
掃
費
の
項
中
「０.５６４

」
と
あ
る
の
は
「０.５５４

」
と
、
「０.４３６

」
と
あ
る
の
は
「０.４４６

」
と

し
、
別
表
第
二
経
常
的
経
費
の
部
民
生
費
の
項
中
「１.０２９

」
と
あ
る
の
は
「１.０１９

」
と
、
「０.８２４

」

と
あ
る
の
は
「０.８２５

」
と
、
「４.３１８

」
と
あ
る
の
は
「４.２７８

」
と
、
「０.９８４

」
と
あ
る
の
は

「０.９８５

」
と
し
、
同
表
投
資
的
経
費
の
部
土
木
費
の
項
中
「１４４

」
と
あ
る
の
は
「１５３

」
と
し
、
別

表
第
三
経
常
的
経
費
の
部
民
生
費
の
項
中
「１４,６９７

」
と
あ
る
の
は
「１４,８３６

」
と
し
、
同
部
経
済
労

働
費
の
項
中
「１８９,８６４

」
と
あ
る
の
は
「２６３,６０９

」
と
し
、
同
部
土
木
費
の
項
中
「２,３８４

」
と
あ
る

の
は
「４,０３２

」
と
し
、
同
表
投
資
的
経
費
の
部
議
会
総
務
費
の
項
中
「１.０３４

」
と
あ
る
の
は

「１.０６０

」
と
、
「１.０１５

」
と
あ
る
の
は
「１.０２６

」
と
し
、
同
部
民
生
費
の
項
中
「１.０３４

」
と
あ
る
の

は
「１.０５８

」
と
、
「１.０１５

」
と
あ
る
の
は
「１.０２５

」
と
、
「１.０３１

」
と
あ
る
の
は
「１.０５８

」
と
、

「１.０１３

」
と
あ
る
の
は
「１.０２５

」
と
、
「３,８５０

」
と
あ
る
の
は
「１２,３８４

」
と
、
「１.０３３

」
と
あ
る

の
は
「１.０５９

」
と
、
「１.０１４

」
と
あ
る
の
は
「１.０２５

」
と
、
「１２,９１０

」
と
あ
る
の
は
「４２,９１９

」
と

し
、
同
部
衛
生
費
の
項
中
「１.０３４

」
と
あ
る
の
は
「１.０６０

」
と
、
「１.０１５

」
と
あ
る
の
は
「１.０２６

」

と
、
「２９３

」
と
あ
る
の
は
「１,００６

」
と
し
、
同
部
清
掃
費
の
項
中
「１７０

」
と
あ
る
の
は
「５７２

」
と

し
、
同
部
経
済
労
働
費
の
項
中
「１.０３４

」
と
あ
る
の
は
「１.０６０

」
と
、
「１.０１５

」
と
あ
る
の
は

「１.０２６

」
と
し
、
同
部
土
木
費
の
項
中
「７６８

」
と
あ
る
の
は
「１,６２１

」
と
、
「１４４

」
と
あ
る
の
は

「１５３

」
と
、
「０.３４１
」
と
あ
る
の
は
「０.２５８

」
と
、
「０.６５９

」
と
あ
る
の
は
「０.７４２

」
と
、

「１,４９０

」
と
あ
る
の
は
「１,９７４

」
と
す
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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